
　第一次世界大戦時、日英同盟を結んでいた日本は、大正3年（1914）8月23日にドイツに宣戦布告し、ドイツの中国における拠点であった青島
を同年11月上旬に陥落させ、約5000名のドイツ軍人を俘虜として日本各地の収容所へ移送した。俘虜たちはヴェルサイユ条約により本国へ送
還される大正9年（1920）1月まで、はからずも日本で生活することになった。各地の収容所のうち久留米のそれは最大規模で、約1300名の俘
虜を収容していたが、そのなかの一人に、エドゥアルト・ヴィル（Eduard Will：1883-?：海兵第三大隊第五中隊付の予備陸軍少尉。はじめに熊本
収容所に収容され、のち久留米収容所へ収容換えとなる。久留米収容所では室内楽団を結成し、ピアニストとして活躍）があった。
　本書は、ヴィルが大切に保管していた熊本と久留米の収容所で撮影された写真資料（久留米大学御井図書館所蔵）のなかから熊本収容
所の写真71点、久留米収容所の写真148点を厳選のうえ、写真の観察をより深めるために17点についてはカラー化を試み、ドイツ人俘虜たち
の生活の実態、日本の近代史の一断面を明らかにする。
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